
作
業
前 

作
業
後 

（
五
百
部 

記
） 

み
な
あ
ら 

                         

荒
砥
川
美
化
運
動 

６
月
２８
日
（
日
）
荒
砥
川
美
化
運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
月
以
降
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
、
交
流
会
活
動
が
何

も
で
き
ず
に
来
ま
し
た
が
、
徐
々
に

で
す
が
地
域
活
動
が
出
来
る
様
に
な

り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
梅
雨
の
時
期
で
雨
の
心

配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
と
言
う
事
も
あ
り
、
一
般
の
参
加

者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
治
会
、

地
域
づ
く
り
交
流
会
の
皆
さ
ん
だ
け

で
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
全
員
マ
ス

ク
を
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
守
り
、
体
温
を
測
り
、
雨
合
羽
を

着
て
い
ざ
草
刈
り
で
す
。 

自
治
会
の
皆
さ
ん
は
、
ロ
ー
ド
宮
城

総
合
運
動
場
、
西
側
の
河
川
敷
歩
道

を
担
当
、
地
域
づ
く
り
交
流
会
は
、
さ

ん
ぽ
橋
の
周
辺
の
草
刈
り
を
担
当
し

ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
も
背
が
高

い
草
が
多
く
、
草
刈
り
機
や
手
鎌
を

駆
使
し
て
、
く
ま
手 

箒
を
使
い
、
頑

張
っ
て
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

が
な
か
な
か
行
え
な
い
中
、
少
人
数

で
夕
涼
み
し
な
が
ら
荒
砥
川
の
散
策

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 

（
渋
沢
康
之 

記
） 

          

宮
城
地
区
の
よ
も
や
ま
話 

⑦ 

苗
島
神
社
の
石
鳥
居
扁
額 

苗
島
神
社
に
は
正
面
参
道
に
２
基
、

東
の
県
道
側
入
口
に
１
基
の
計
３
基

の
石
製
鳥
居
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
神

社
銘
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

拓
本
を
採
取
し
、
東
側
と
正
面
の
各

一
基
は
初
代
群
馬
県
令
楫
取
素
彦
の

揮
毫
で
明
治
11
年
10
月
15
日
の
日

付
が
確
認
で
き
た
が
、
拝
殿
に
近
い

一
基
は
画
数
が
多
く
彫
り
も
浅
い
う

え
、
私
の
採
拓
技
術
が
劣
る
こ
と
か

ら
、
署
名
や
落
款
の
文
字
は
不
詳
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
櫻
井
敏
道

さ
ん
か
ら
、「
市
文
化
財
保
護
課
で
川

鰭
（
か
わ
ば
た
）
実
文
の
書
と
確
認
で

き
た
」
と
連
絡
い
た
だ
い
た
。
拓
本
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
凝
灰
岩
の

扁
額
は
風
化
が
激
し
く
、
明
治
11
年

６
月
10
日
の
日
付
と
落
款
の
四
角

な
縁
以
外
は
私
に
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。 実

文
は
右
大
臣
三
条
実
万
（
さ
ね

つ
む
）
の
五
男
で
、
公
爵
の
実
美
（
さ

ね
と
み
）
と
は
兄
弟
に
あ
た
り
、
川
鰭

公
述
（
き
ん
あ
き
ら
）
の
養
子
に
な
り

川
鰭
姓
を
名
の
っ
た
。 

楫
取
素
彦
と
神
社
の
関
係
は
、
松

村
幾
一
さ
ん
が
苗
ヶ
島
に
つ
い
て
詳

細
に
ま
と
め
た
「
苗
ヶ
島
の
昔
話
」
に
、

上
野
丑
之
助
さ
ん
の
話
と
し
て
、「
苗

島
神
社
の
楫
取
の
揮
毫
は
斉
藤
多
須

久
翁
の
尽
力
に
よ
り
得
ら
れ
た
」
と

あ
り
、
全
国
に
先
駆
け
苗
ヶ
島
に
神

葬
祭
を
取
り
入
れ
た
斉
藤
多
須
久
翁

な
ら
で
は
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は

十
分
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
、

（
楫
取
素
彦
は
）
後
に
初
代
村
長
と

な
る
東
宮
六
郎
治
と
懇
意
で
あ
っ
た

こ
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

楫
取
は
明
治
15
年
（
１
８
８
２

年
）、
後
の
再
婚
相
手
美
和
（
幼
名
・

文
）
と
苗
ヶ
島
の
湯
ノ
沢
温
泉
（
赤
城

温
泉
）
左
次
衛
門
の
宿 ･

湯
元
東
屋

に
３
泊
し
た
と
の
文
献
も
見
ら
れ
、

そ
の
際
、
厚
遇
の
お
礼
と
し
て
、
三
条

実
美
の
掛
け
軸
一
幅
を
東
屋
に
拝
領

し
た
と
前
述
の
松
村
さ
ん
の
著
書
に

あ
る
。
実
美
は
、
最
後
ま
で
不
詳
だ
っ

た
扁
額
を
揮
毫
し
た
川
鰭
実
文
の
実

兄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
苗
ヶ
島
と
楫

取
素
彦 ･ 

川
鰭
実
美
の
繋
が
り
は
、 

地
元
苗
ヶ
島
住
民･

斉
藤
多
須

久
翁
→
初
代
県
令･･

楫
取
素
彦
→

東
宮
六
郎
治
翁
及
び
湯
ノ
沢
温
泉

東
屋
→
楫
取
か
ら
拝
領
の
三
条
実

美
の
掛
け
軸
→
実
美
の
実
弟･

川

鰭
実
文 

の
構
図
が
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
湯
ノ
沢
温
泉
に
同
行
し
た

美
和
は
幕
末
の
勤
皇
家
吉
田
松
陰
の

妹
で
、
楫
取
の
妻
・
寿
（
明
治
14
年

に
逝
去
）
と
姉
妹
（
妹
）
で
も
あ
る
。

美
和
は
、
高
杉
晋
作
と
と
も
に
松
下

村
塾
の
双
璧
と
い
わ
れ
た
久
坂
玄
瑞

に
嫁
い
だ
が
、
久
坂
は
元
治
元
年
（
１

８
６
４
年
）
７
月
、
長
州
藩
を
率
い
幕

府
軍
の
会
津
藩
と
戦
っ
た
蛤
御
門
の

変
で
負
傷
し
、
寺
嶋
忠
三
郎
と
自
刃

し
て
い
る
。
享
年
25
歳
だ
っ
た
。 

 

楫
取
は
、
美
和
の
亡
前
夫
の
久
坂

が
心
酔
し
た
高
山
彦
九
郎
を
祀
る
高

山
神
社
創
建
に
尽
力
し
て
い
る
。 

ち
な
み
に
、
楫
取
の
県
令
就
任
は

明
治
９
年
で
、
苗
島
神
社
の
揮
毫
は

２
年
後
の
明
治
11
年
、
49
歳
の
と

き
で
あ
っ
た
。
同
年
は
多
須
久
翁
43

歳
、
川
鰭
は
33
歳
の
年
で
あ
る
。 

参
考
図
書 

苗
ヶ
島
の
昔
話 

松
村
幾
一
著 

群
馬
風
土
記
55
号  
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